
令和4年10月7日 

関係者各位 

国立大学法人福島大学 

食農学類長 生源寺 眞一 

（公印省略） 

教員の公募について（依頼） 

拝啓 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、このたび福島大学では、農学群食農学類の正規教員の公募を行うことになりまし

た。つきましては、関係各位に周知いただき、適任者を自薦・他薦くださるよう宜しくお

願い申し上げます。 

敬具 

記 

 

１．公募概要 

福島大学では平成31年４月に農学群食農学類を開設しました。本学類では、人材の育成

を重視しており、特に学生の教育・研究指導に熱意のある方を希望します。食農学類で

は、４つの履修コースで構成された「専門教育プログラム」のほかに、福島県内を問題解

決型教育のフィールドとして、市町村や農業関係機関等と連携しながら地域課題の解明を

めざす「農学実践型教育」(食農実践演習)を実施します。そのため、各自の専門分野の教

育・研究に留まらず、他分野との連携・協力によるプロジェクト研究や、国際的・学際的

な教育・研究、地域社会貢献等にも積極的に取り組んでもらえる人材を募集します。 

なお、食農学類の詳細については、福島大学ホームページ（http://www.fukushima-u.ac.jp）

でご確認いただくか､直接お問い合せください。 

 

２．公募職名：准教授または講師 

 

３．専門分野・公募人員：農業政策学・1名 （任期なし） 

 

４．担当授業科目（「」内が単独担当科目、他は分担担当科目。） 

【学類】：「食料・農業政策学」、「統計学」、食農情報処理演習（データサイエンス）、 

農業経営学概論、農業経営学演習Ⅰ、農業経営学演習Ⅱ、食農実践演習Ⅰ、食農実践演習Ⅱ、

食農実践演習Ⅲ、卒業研究基礎演習、卒業研究演習Ⅰ、卒業研究演習Ⅱ、卒業論文、インタ 

ーンシップ 等 

＊「食料・農業政策学」は、国内外の食料・農業・農村政策について応用ミクロ経済学 

（理論・実証）の立場から研究、教育する科目として位置づけられる。 

 

【大学院修士課程】：データサイエンスと研究倫理、食農科学ワークショップⅠ、食農科

学ワークショップⅡ、先端農業経営科学、食農地域実践研究、農業経済・政策分析論、食

農科学特別セミナー、食農科学特別研究 等 



５．応募資格 

(1)博士の学位を有する方、またはそれと同等の研究業績を有する方。 

(2)当該専門分野において優れた業績や識見があり、他分野の研究者・専門家や産業界・

行政等と積極的に連携して教育・研究活動ができる方。 

(3)当該専門分野に関連した研究業績（学術著書・論文等）を有する方で、当該分野の講

義及び演習・実習・実験科目を担当できる方。 

(4)採用後は、福島市あるいは近郊に居住できる方。 

(5)国籍は問わないが日本語、若しくは英語による教育が可能な方。 

 

６. 待遇 

給与は「国立大学法人福島大学特定年俸制教員給与規程」による。 

(1)勤務時間：裁量労働制（みなし労働1日7時間45分） 

(2)給与：国立大学法人福島大学契約職員就業規則による 年俸制 

(3)休日 ：土・日、祝日、年末年始、その他特に指定する日 

(4)休暇 ：年次有給休暇、特別休暇等 

(5)社会保険：文部科学省共済組合、雇用保険、労災保険 

その他本学諸規程による。詳細については「JREC-IN」を参照。 

 

７．採用予定日：令和５年４月１日 

（採用時期に希望があれば、9.(7)｢採用後の研究計画｣で明記してください） 

８．応募締切日：令和４年１１月４日（金）必着 

 

９．提出書類＊各1部 

(1)履歴書（写真を貼付すること）（形式は自由） 

年齢等、学歴（大卒以降）・職歴、資格、賞罰、所属学会、連絡先（電話、メール）

等を明記のこと。また、社会活動の履歴として、最近の学会活動（役職等）、自治体等

の各種委員等も明記してください。 

(2)学位記の写し又は証明書 

(3)研究業績目録（形式は自由） 

☆学位論文名､学術論文(査読誌の表記)、学術著書、特許、過去５年間の学会発表等

（主要な著書・論文５編に○印を明記） 

☆外部資金の獲得状況（科研費、受託研究、寄附金等の名称・金額）など。 

(4)主要な著書・論文(目録で明示したもの、コピー可｡著書は後日返却)各１部 

(5)研究業績の要約（形式自由で2,000字程度） 

(6)教育実績等の要約（形式自由で2,000字程度） 

大学教育職に就いている方は、今年度担当（予定）の講義・演習等(科目名、コマ 

数)、過去５年間の卒業論文、修士論文、博士論文の指導学生数（主指導に限定）を記 

してください。 



(7)採用後の研究計画（形式自由で2,000字程度） 

(8)採用後の教育計画（形式自由で2,000字程度） 

学生教育や専門教育に対する方針、心構え、理想像等を記してください。 

(9)応募者の人物について問い合わせ可能な方の２名の氏名と連絡先 

（書類提出先） 

〒960-1296福島市金谷川1番地 

福島大学食農学類支援室宛 

（郵送の場合は書留とし、封筒の表に「農業政策学教員応募書類在中」を朱書してくだ

さい。なお、応募書類は返却しません。） 

 

10．選考方法 

提出書類の審査と必要に応じた面接によって選考します。面接に要する旅費等は応募者

の負担とします。業績及び資格等に関わる評価が同等と認められる場合には女性応募者を 

積極的に採用します。 

 

11．留意点 

本件は、令和４年度の大学設置・学校法人審議会においてＡＣ教員審査（大学院食農科学

研究科（修士課程））に諮られます。その結果、不適合と判定された方は採用されません。 

 

 

（問い合わせ先） 

食農学類教授（農業経営学コース コース長） 小山良太 

電話(024) 548-8380、080-5748-8361 

E-mail：koyama@econ.fukushima-u.ac.jp 


